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 ご使用の前に必ずお読みください 

安全上のご注意 
この「安全上のご注意」には、お客様への危害や財産への損害を未然に防止するために、守っていただきたい

事項を示しています。 
本商品をご使用の前に、本文をよくお読みいただき、正しくご使用ください。お読みになったあとは、いつで

も見られる場所に必ず保管してください。 
 
 絵 表 示 の 例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次の項目を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性

この記号は行為を強制したり、指示した

りする内容を告げるものです。 

この記号は AC 電源のプラグを抜く事を

指示するものです。 

この記号は禁止である事を告げるもので

す。 
図の中や近傍に具体的な禁止内容(左図

の場合は分解禁止)が描かれています。 
 

警告
 が想定される内容を示しています。 

 「LAN」ポートに接続したネットワークケーブルを商用電源、アナログ電話回線、デジタル電話回

線(ISDN)、PBX デジタル電話回線には接続しないでください。火災・感電・故障の原因となります。 

 
 

表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。火災・感電・故障の原因となります。 

 開口部から内部に金属類を差し込んだり、落とし込んだりしないでください。火災・感電・故障の

原因となります。 

 
 

本機を分解・改造しないでください。火災・感電・故障の原因となります。 

 本機の上や近くに花瓶、コップ、化粧品、薬品、植木鉢など、水類の入った容器または、小さな金

属類を置かないでください。こぼれたり、中に入った場合、火災・感電・故障の原因となります。 

 
 

内部の点検・修理は、販売店に依頼してください。 

ＡＣアダプタをご使用の場合は、下記の項目もお読みください。 

 
指定のＡＣアダプタ以外を使用しないでください。火災・感電・故障の原因となります。 
 

 
濡れた手で、電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となることがあります。 
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電源プラグはコンセントに確実に差し込んでください。電源プラグの端子に金属などが触れると、

火災・感電・故障の原因となります。 

 
タコ足配線はしないでください。火災・過熱の原因となります。 
 

 ＡＣアダプタのコードに重いものを載せたり、加熱したり、引っ張ったりしないでください。コー

ドが破損し、火災・感電の原因となります。 

 
 

近くに雷が発生したときは、電源プラグをコンセントから抜いて、ご使用をお控えください。落雷

によっては、火災・感電・故障の原因となります。 

 万一、内部に水などが入った場合は、すぐに電源プラグをコンセントから抜いて、販売店にご連絡

ください。そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となります。 

 
 

煙が出ている、異臭がするなどの場合は、すぐに電源プラグを抜いて、煙が出なくなるのを確認し

て、販売店に修理をご依頼ください。そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となります。 

 
 

万一、本機を落としたり、キャビネットを破損した場合は、電源プラグをコンセントから抜いて、

販売店にご連絡ください。そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となります。 

次の項目を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定され
 

注意
 る内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 

 
 

調理台や加湿器のそばなど、油煙や湯気が当たるような場所および、ちり、ほこりの多い場所には

置かないでください。火災・感電・故障の原因となることがあります。 

 
 

ぐらついた台の上や、傾いた所など不安定な場所に置かないでください。落ちたり、倒れたりして、

けがの原因となることがあります。 

 
 

直射日光の当たる所や、湿度の高い所には置かないでください。内部の温度が上がり、火災・故障

の原因となることがあります。 

 
 

水滴がついたら乾いた布で拭き取ってください。内部に入ると、火災・故障の原因となることがあ

ります。 

 本機の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災・故障の原因と

なることがあります。 

 壁掛け用に取り付ける場合は、重みにより本機が落下しないよう、専用の取付器具を使用し、指定

の方法で取り付けてください。落下すると、けがの原因となることがあります。 

ＡＣアダプタをご使用の場合は、下記の項目もお読みください。 

 電源プラグを抜くときは、必ずプラグ本体を持って抜いてください。電源コードを引っ張るとコー

ドが傷付いて火災・感電の原因となることがあります。 

 移動させる場合は、電源プラグをコンセントから抜き、回線コードなど外部の接続線をはずしたこ

とを確認の上、行ってください。コードを引っ張るとコードが傷付き、火災・感電・故障の原因と

なることがあります。 

 
 

お手入れの際は安全のために、電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。 
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 ● 電話機を取り付ける前に 

 
 

ご 使 用 に あ た っ て の お 願 い  

● 本電話機の故障、誤動作、不具合、あるいは停電などの外的要因によって、通信などの機会を逸した

ために生じた損害などの純粋経済損失につきましては、当社はその責任を負いかねますので、あらか

じめご了承ください。 
● 本電話機を人命に危害を及ぼす恐れがあり、高い安全性が必要とされる環境下では使用しないでくだ

さい。 
 
 
 
スーパーホン IP（以降、電話機）を取り付ける前に、箱の中に入っている電話機本体と「添付品」をお

確かめください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 電話機本体 使用説明書(本書) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 壁掛け/チルト台用品 引き出しメモ 
 (止めネジ 2 個を含みます) (電話機の底面に取り付けてご使用ください) 
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● 各部の名称と機能 

 
 メニューキー 

(左移動､決定、右移動、キャンセルキーを含む)
電話機メニューの表示や設定、着信音や 
受話ボリュームの設定等に使用します 

ダイヤル 
キーパッド 

ミュートキー 
自分の声を相手に聞かせたく無い時に
使用します 

保留キー(下)、転送キー(上) 
相手を保留し、別な相手に転送する場
合等に使用します 

メッセージキー 
ボイスメール呼出し時に使用します 
現在は使用しません 

 
 
 
 

機能キー１～５ 
あらかじめ設定された機能を実現します  

 
 リダイヤルキー 

最後に発信した相手に再発信します  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 主回線ランプ１(下

通常ご使用にな
線の状態を表示

 
 
 
 
 

 ● 主回線ランプ１(下)、従回線ランプ２

 
主回線ランプ１ (下) 

 
 (緑点灯) 受話器を上げて使用中  

 
 (緑点滅) 主回線に着信中、着信拒 

 (赤点滅) 相手保留中 
 
 (赤点灯) ハンズフリーで通話中 
 
 

マイク スピーカーキー 
オンフックダイヤル、ハンズフリー通
話時等に使用します 

従回線ランプ２(上) 
保留して他の電話を呼び出したり､電話会議
を行う場合等の従回線の状態を表示します 

) 
る電話回
します 

(上)の主な表示例は下記の通りです。 

従回線ランプ２ (上) 

 (緑点灯) 従回線で通話中、会議中 

 否設定中 (緑点滅) 従回線に着信中 

(赤点滅) 従回線で相手保留中 

(赤点灯) 従回線をハンズフリーで使用中 
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● 電話機の取り付け方 

 
 

１．取り付けにあたっての注意事項 
 
● 電話機は、従来のアナログ電話回線、デジタル電話回線（ＩＳＤＮ）、ＰＢＸデジタル電話回線には接続

できません。 
コンピュータネットワーク用のスイッチングＨＵＢ、リピータＨＵＢに接続します。 
これらのＨＵＢに接続する為に、ネットワークケーブル（カテゴリ５ＵＴＰケーブル（１００Ｍｂｐｓ）、

または、カテゴリ３ＵＴＰケーブル（１０Ｍｂｐｓ））が必要となります。 
● 給電機能付きＨＵＢ以外でこの電話機をご使用になる場合、別売のＡＣアダプタが必要になります。 

 
 

 
 

別売ＡＣアダプタ 
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２．接続方法 
 
● ＨＵＢの空いているポートと電話機の「ＬＡＮ」ポートをネットワークケーブルで接続します。 
● 電話機内蔵の WEB ページで電話機の設定等を行う場合は下図のような PC 接続が必要となります。 
● 給電機能付きＨＵＢ以外の場合は、電話機にＡＣアダプタ（別売）を接続します。 

給電機能付きＨＵＢに接続する場合は、ＡＣアダプタ（別売）は必要ありません。 
ご利用のＨＵＢの種別については、販売店にご相談ください。 

● 電源と、ネットワークケーブル接続後に LINK のランプが点灯する事を確認してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ACTACT
10M100M

1 2 3 4

13 14 15 16

5 6 7 8

17 18 19 20

9 10 11 12

21 22 23 24

UPLINK

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112

131415161718192021222324
COLCOL

PWR

SWITCH

AC100V

ACアダプタ
(別売)

HUB/スイッチ

PC

スーパーホンIP

RST  LINK    LAN  DC-5V

【設置にあたって】 
・ネットワーク構築に関しては、販売店にご相談ください。 
・テレビ、ラジオ、無線機、電子レンジ、インバータ形蛍光灯などの磁気、電波を発生する場所や違法無線を

受ける場所には設置しないでください。本製品の誤動作の原因となることがあります。 
・ＡＣアダプタをテレビ、ディスプレイ等の近くに設置しないでください。画面が乱れる原因となることがあ

ります。 
・この装置は、クラスＡ情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあ

ります。この場合には使用者が適正な対策を講ずるよう要求されることがあります。 
 

 
【取り扱い上のご注意】 
・落下させるなどの強い衝撃を与えないでください。 
・電話機に接続されているケーブルを強く引っ張らないでください。故障の原因となることがあります。 
・電話機を清掃するときは、揮発性のあるシンナーやアルコール及びシリコン系クリーナなどの使用は絶対に

さけてください。水を含んだ布をかたく絞って拭いた後、柔らかい布でからぶきしてください。変色、変形

の原因になることがあります。 
・雷の多い地域において、雷対策を実施する場合には販売店にご相談ください。 
・背面のＲＳＴボタンは工事者用スイッチです。誤って押さないようにしてください。設定したデータが消え

てしまい使用できなくなります。誤って押した場合は工事業者に連絡してください。 
 
 

電話機の背面 

RST  LINK      LAN  DC-5V

 
 

- 7 - 



● 壁掛けでご使用の場合  
 

本電話機を壁掛けでお使いになる場合、添付の壁掛け用品を使用します。 
 

１ フックピースを壁掛け用に取り付けます  
 
 

２

３

１  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 壁掛け用品を取り付
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※壁掛け用品の取り
１ フックスイッチ部分のフックピース

を上側にずらして、取り外します。 
２ 取り外したフックピースを反転させ

ます。 
３ ハンドセットが引っかかるでっぱり

が出るようにフックピースを本体に取

り付けます。 

け

付

写真は受話器を外した時のフック 

スイッチ部を拡大したものです。 
ます 

添付の壁掛け用品を左図のように取り付けます。 
 
 

け向きを替えることで卓上使用時のチルト台としても使用できます。 
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● 電話機の機能キーについて  
● 本電話機には機能キーが５つあり、そのキーに下記機能を割り付けることが可能です。 
● 機能キーの電話機への割り付けについては管理者による設定が必要です。 

【機能キーに割り付け可能な機能】 
１．着信拒否(DND) 一時的に電話機への着信をさせないようにします。 
２．会議通話 通話中にもう一人の相手を加えて、会議通話を行えます。 
３．電話機ロック 一時的に電話機の発信をできないようします。 
４．電話履歴 発信、着信、着信で未応答の相手番号をそれぞれ１０件まで記憶します。 
５．電話帳設定、発信 １００件までの相手名と電話番号を保存して電話帳から発信できます。 
６．短縮ダイヤル発信 １０件までの電話番号を保存し、簡単に発信できます。 
７．ワンタッチダイヤル 短縮ダイヤルに登録した電話番号をワンタッチで発信できます。 

 
※詳しい操作方法については１３ページ以降をご覧ください。 

 
 
 
 
  ● 各記号の意味は次の通りです。 
 
 キーを押す。（スピーカ、機能キー、リダイヤル、保留、ミュート、ボリューム等） 
 
 受話器をあげる。 受話器をおろす。 
 

区分 サービス機能 説 明 操 作 方 法 備 考 
発信 
 
 
 

内線 内線に発信できます。 
 
 
 
 

 
      → 内線番号+# 
 
または、 

スピーカ  → 内線番号+# 

 

 

通常の発信 

外線 外線に発信できます。  
      → ０（回線捕捉特番） 
        → 相手先番号+# 
または、 

スピーカ  → ０（回線捕捉特番） 

        → 相手先番号+# 

 

 オンフックダイヤル 受話器を持たずに発信でき

ます。 
スピーカ  → 相手先番号+# 

 

 ワンタッチダイヤル ワンタッチで発信できま

す。 
機能キー１   

機能ｷｰ 1 にワンタッチダイヤル機能を

登録した場合。 

短縮ダイヤル 0 番に

登録されたダイヤル

を送出します。 
 

 短縮ダイヤル 短縮番号で発信できます。 
機能キー２  →短縮番号（0～9）+# 

機能ｷｰ 2 に短縮ダイヤル機能を登録し

た場合。 

短縮ダイヤルに登録

されたダイヤルを送

出します。 

 

● 電話機の操作のしかた 
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区分 サービス機能 説 明 操 作 方 法 備 考 
発信 リダイヤル 最後にかけた相手に再び発

信できます。 
      → リダイヤル  

 
または、 

スピーカ  → リダイヤル  

 

 クイックコール 電話帳（１～１００）に登

録された番号へ発信できま

す。 
 
 

ダイヤル１０押下後、クイックコー

ルを       で選択し、最後に＃を押

します。 

左記は電話帳１０に

登録した番号へ発信

操作となります。 
ダイヤル１～１００

を押下した場合ＬＣ

Ｄにクイックコール

の表示が出ます。 
着信 通常の着信 着信応答できます。  

 
 
または、 

スピーカ  

 

保留 保留 通話中の相手を保留するこ

とができます。 
通話中 →  保留操作後、受話器を

おろすと呼び返し音

が鳴ります。 
転送 ダイヤル転送 通話中の相手を一時保留し

て、他の内線を呼び出て通

話後、転送キーを押すこと

によって保留されている相

手を他の内線に転送するこ

とができます。 

通話中 →  
 

→ 転送先の内線番号 
→ 転送先の相手が応答 
    →  

転送先の相手が応答

しなかったり、話し中

の場合には、受話器を

下ろすと元の相手と

通話できます。 

ミ ュ

ート 
送話ミュート こちらの声を相手に伝えな

くすることができます。 
通話中 → 

↵

保留

留

受話音量切り替え 通話中に受話音量の調整が

できます。 
通話中に 
調整します。 

着信音量切り替え 着信鳴動中に着信音量の調

整ができます。 
着信音鳴動中に

調整します。 
 

 

そ
の
他 

スピーカ受話音量 
切り替え 

スピーカ受話中に受話音量

の調整ができます。 
スピーカ受話

調整します。

 

送
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転

中

 

保

 

ミュート  
ミュート中はＬＣＤ

に『ミュート』が表示

されます。 
１２段階切替です。

 １２段階切替です。

に １２段階切替です。 
  

  

  



 
 

電話機の操作により、各種音量調整ができます。 
 
区分 サービス機能 説 明 操 作 方 法 

 

電
話
機
音
量
調
整 

スピーカ音量調整 
送話音量調整 
受話音量調整 
着信音量調整 
マイク音量調整 
 

・スピーカ音量：１２段階 
・送話音量： １２段階 
・受話音量： １２段階 
・着信音量： １２段階 
・マイク音量： １２段階 
 

 
       →    を押します。 
 

ＬＣＤの下段に「ボリューム リング →」が表示されま

す。 
「ボリューム」を選択します。 
「スピーカ  ＨＳソウワ  →」が表示されます。 

スピーカ音量は「スピーカ」を押して選択します。 
送話音量は「ＨＳソウワ」を押して選択します。 

→ を押すと 
「ＨＳジュワ  チャクシン  →」が表示されます。 

受話音量は「ＨＳジュワ」を押して選択します。 
着信音量は「チャクシン」を押して選択します。 

→ を押すと 
「マイク   モドル」が表示されます。 

マイク音量は「マイク」を押して選択します。 
 

調整は        キーで行います。 
 
設定後、メニュー選択キー    を押すと、メニュー 
画面に戻ります。 
メニュー画面から通常画面へはハンドセットの上げ、下

げで切り替わります。 
 

 

メニュー

● 電話機での音量調整について 

  

↵ 
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 ● 短縮ダイヤルの登録について 
 

本電話機には短縮ダイヤルを１０件登録することができます。 
操作手順を以下に示します。 

①受話器を置いた状態でメニューキーを押します。 
 
 
 
         ② [→]表示の選択キーを６回押します。 
 
 
         ③ [タンダ]表示の選択キーを押します。 
 

④メニュー選択キー [↵]を押します。 

 
            
 

⑤ 登録する相手先電話番号を電話機のダイヤルキーで入

力します。 
修正がある場合、メニュー選択キーの[ ] [ ]を操作し

てカーソルを合わせ修正します。登録内容が正しいこと

を確認しメニュー選択キー [↵]を押します。 
Ｓａｖｉｎｇ・・・表示後右画面となり短縮ダイヤル０

の登録が完了となります。 
         

⑥ 続いて短縮ダイヤル１を登録する場合はメニュー選択

キー [ ]を押します。 
以降は、操作④、⑤を繰り返すことで短縮ダイヤル登録

をすることができます。 
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ﾃ ﾞ ﾝ ﾜ ｷ  ｾ ｯ ﾃ ｲ :  

ﾎﾞﾘｭｰﾑ  ﾘﾝｸﾞ    → 
ﾃ ﾞ ﾝ ﾜ ｷ  ｾ ｯ ﾃ ｲ :  

ﾃﾞﾝﾜﾁｮ   ﾀﾝﾀﾞ   → 

 

 

ﾀ ﾝ ﾀ ﾞ  ﾍ ﾝ ｼ ｭ ｳ :  [ 0 ]  
ﾀ ﾝ ｼ ｭ ｸ  ﾀ ﾞ ｲ ﾔ ﾙ : [ 0 ]  
▊ 

 

ﾀ ﾝ ﾀ ﾞ  ﾍ ﾝ ｼ ｭ ｳ :  [ 0 ]  

0 3 4 5 6 7 8 9 0 0 ▊  
ﾀ ﾝ ｼ ｭ ｸ  ﾀ ﾞ ｲ ﾔ ﾙ :  [ 0 ]  

0 3 4 5 6 7 8 9 0 0  
ﾀ ﾝ ｼ ｭ ｸ  ﾀ ﾞ ｲ ﾔ ﾙ :  [ 1 ]  

 



 ● 機能キーの操作方法について 
 

11..  着着信信拒拒否否   
① 着信拒否を登録する場合 

受話器を置いた状態で  着信拒否  機能キーを押します。 
上段左側に DND と表示されれば着信拒否が有効です。 
着信拒否設定中は主回線ランプ１が緑点滅します。 
 

※キーを押した後、ランプが点滅するまで１、２秒の時間がかかりま

 
 

② 着信拒否を解除する場合 
受話器を置いた状態で  着信拒否  機能キーを押しま

す。 
上段左側に TEL と表示されれば着信拒否が無効です。 
主回線ランプ１は消灯します。 

 

22..  会会議議通通話話   

① 電話機で通話中に、保留キーを押して第３者をダイヤルし、

相手が応答した後に 会議通話  機能キーを押します。 
 
カイギ ツウワチュウが表示されます。 
主回線ランプ１，従回線ランプ２が緑点灯します。 

 

33..  電電話話機機ロロッックク 
① ロック設定方法 

受話器を置いた状態で  ロック  機能キーを押します。 
電話機がロック状態になります。 
ロック解除の為のダイヤルキー以外は使用できません。 

 
② ロック解除方法 
パスワードを入力後[↵]キーを押します。 
 
 

※電話機ロックでも着信は可能です。 
※通話中は全ての機能を使用することができます。 

    ※パスワード初期値は「１２３４」です。パスワードの変更は管理者
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DND：          4800 

 

 

す。 
TEL：          
4800 
 

00：
 

00：

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ: 
 

 

 

による設定が必要で
4800 

00：00
ｶｲｷﾞ ﾂｳﾜﾁｭｳ 

00：00
ﾃﾞﾝﾜｷ ﾛｯｸ ｻﾚﾃｲﾏｽ 
ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮﾁｭｳ … 
す。 



 

44..  電電話話履履歴歴 
電話履歴は発信履歴・応答履歴・未応答履歴を表示し、そのまま発信することができます。 
 

 
4.1 発信履歴 

受話器を置いている状態で 電話履歴 機能キーを押します。 
ﾃﾞﾝﾜ ﾘﾚｷ: 
ﾊｯｼﾝ     → 

 

① [ハッシン]表示の選択キーを押します。 
       
 

② 発信履歴が表示されます。 
メニュー選択キー[ ]キーまたは[ ]キーを押します。 ﾊｯｼﾝ ﾘﾚｷ:1 

4800 
 
ﾊｯｼﾝ ﾘﾚｷ:10 
4700 

 

最新の発信履歴が１～１０件まで表示されます。 
 
 
 
 
 

③-1 発信履歴から発信する場合 
ﾊｯｼﾝ ﾘﾚｷ:1 
4800 

 

発信履歴の表示中に[↵]キーを押した後に、[ハッシン]表示の

選択キーを押します。 
 

ﾊｯｼﾝ ﾘﾚｷ 
ﾊｯｼﾝ    ｻｸｼﾞｮ     ﾓﾄﾞﾙ 

 

 
 
 
 

->4800 
 

 

発信履歴から発信します。 
 

 
 
③-2 履歴を削除する場合 

ﾊｯｼﾝ ﾘﾚｷ: 
ﾊｯｼﾝ    ｻｸｼﾞｮ     ﾓﾄﾞﾙ 

 

ﾊｯｼﾝ ﾘﾚｷ:1 
4800 

ﾊｯｼﾝ ﾘﾚｷ ｻｸｼﾞｮ: 
ｻｸｼﾞｮ  ｾﾞﾝﾌﾞ   ﾓﾄﾞﾙ

 

発信履歴の表示中に[↵]キーを押した後に、[サクジョ]表示の

選択キーを押します。 
 

 
 
 

[サクジョ]表示の選択キーを押すと１番号削除か全部削除か

の選択ができます。 
１番号だけの場合は[サクジョ]表示の選択キーを押します。 
[ハイ]  [イイエ]表示に切り替わります。  

ﾊｲ   ｲｲｴ 
 

[ハイ] の表示選択キーを押します。 
 

同様に全部削除する場合は[ゼンブ]表示の操作キーを押し、次

の確認画面で[ハイ] の表示選択キーを押すことで発信履歴が

全て削除できます。 
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4.2 応答履歴 
① 受話器を置いている状態で 電話履歴 機能キーを押します。 

ﾊｯｼﾝ     → [→]表示の選択キーを押します。 
 
 

 [オウトウ]表示の操作キーを押します。 
 
 

② 応答履歴が表示されます。 
メニュー選択キー[ ]キーまたは[ ]キーを押します。 
最新の応答履歴が１～１０件まで表示されます。 

 
 
 

 
③-1 応答履歴から発信する場合 

応答履歴の表示中に[↵]キーを押した後に、[ハッシン]表示の

選択キーを押します。 
 
 
 
 
 

応答履歴から発信します 
 
 

③-2 履歴を削除する場合 
発信履歴の表示中に[↵]キーを押した後に、[サクジョ]表示の

選択キーを押します。 
 
 
 
 
 

[サクジョ]表示の選択キーを押すと１番号削除か全部削除か

の選択ができます。 
１番号だけの場合は[サクジョ]表示の選択キーを押します。 
[ハイ]  [イイエ]表示に切り替わります。 
[ハイ] の表示選択キーを押します。 

 
同様に全部削除する場合は[ゼンブ]表示の操作キーを押し、

次の確認画面で[ハイ] の表示選択キーを押すことで発信履

歴が全て削除できます。 
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ﾃﾞﾝﾜ ﾘﾚｷ: 

ｵｳﾄｳ   ﾐｵｳﾄｳ 

 

ﾁｬｸｼﾝ ｵｳﾄｳ:1 

4800 
ﾁｬｸｼﾝ ｵｳﾄｳ:10 
ﾃﾞﾝﾜ ﾘﾚｷ: 
4700 

4800 
 

ﾁｬｸｼﾝ ｵｳﾄｳ 
ﾁｬｸｼﾝ ｵｳﾄｳ:1 
ﾊｯｼﾝ    ｻｸｼﾞｮ     ﾓﾄﾞﾙ 
 

 

4800 
ﾁｬｸｼﾝ ｵｳﾄｳ 

ﾊｯｼﾝ    ｻｸｼﾞｮ     ﾓﾄﾞﾙ 

 

ｻｸｼﾞｮ   ｾﾞﾝﾌﾞ  ﾓﾄﾞﾙ

 

ﾊｲ   ｲｲｴ 
 

 

ﾁｬｸｼﾝ ｵｳﾄｳ:1 
ｵｳﾄｳ ﾘﾚｷ ｻｸｼﾞｮ 
->4800 



 
4.3 未応答履歴 
① 受話器を置いている状態で電話履歴 機能キーを押します。 

[→]表示の選択キーを押します。 
 

 
 

[ミオウトウ]表示の操作キーを押します。 
 

② 未応答履歴が表示されます。 
メニュー選択キー[ ]キーまたは[ ]キーを押します。 
最新の未応答履歴が１～１０件まで表示されます。 

 
 
 
 

 
③-1 未応答履歴から発信する場合 

応答履歴の表示中に[↵]キーを押した後に、[ハッシン]表示の

選択キーを押します。 
 
 
 
 

 
 
 
③-2 履歴を削除する場合 

発信履歴の表示中に[↵]キーを押した後に、[サクジョ]表示の

選択キーを押します。 
 
 
 
 
 

[サクジョ]表示の選択キーを押すと１番号削除か全部削除か

の選択ができます。 
１番号だけの場合は[サクジョ]表示の選択キーを押します。 
[ハイ]  [イイエ]表示に切り替わります。 
[ハイ] の表示選択キーを押します。 

 
同様に全部削除する場合は[ゼンブ]表示の操作キーを押し、

次の確認画面で[ハイ] の表示選択キーを押すことで発信履

歴が全て削除できます。 
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ﾃﾞﾝﾜ ﾘﾚｷ: 

ﾊｯｼﾝ     → 

 

ﾃﾞﾝﾜ ﾘﾚｷ: 
ｵｳﾄｳ   ﾐｵｳﾄｳ 

 
ﾁｬｸｼﾝ ﾐｵｳﾄｳ:1 
4800 

 
ﾁｬｸｼﾝ ﾐｵｳﾄｳ:10 
4700 

ﾁｬｸｼﾝ ﾐｵｳﾄｳ: 
ﾊｯｼﾝ    ｻｸｼﾞｮ     ﾓﾄﾞﾙ 

ﾁｬｸｼﾝ ﾐｵｳﾄｳ:1 
4800 

->4800 

 

ﾁｬｸｼﾝ ﾐｵｳﾄｳ:1 
4800 
 

ﾁｬｸｼﾝ ﾐｵｳﾄｳ: 
ﾊｯｼﾝ    ｻｸｼﾞｮ     ﾓﾄﾞﾙ

 

ﾐｵｳﾄｳ ﾘﾚｷ ｻｸｼﾞｮ: 
ｻｸｼﾞｮ  ｾﾞﾝﾌﾞ   ﾓﾄﾞﾙ

 

ﾊｲ   ｲｲｴ 
 

 



55..  電電話話帳帳   

ｾﾝﾀｸ [1-100]: 1 
 

ﾊｯｼﾝ    ｻｸｼﾞｮ   ﾍﾝｼｭｳ 

ｾﾝﾀｸ [1-100]:  

4800 
 

① 受話器を置いている状態で 電話帳 機能キーを押します。 
 

 
② 登録済みの番号がある場合はその番号を入力しメニュー選

択キー[↵]キーを押します。 
 
③ 登録してある番号が表示されます。 

※メニュー選択キー[ ]キーまたは[ ]キーを押すと１～ 
１００の電話帳の登録内容を見ることができます。 

 
④ メニュー選択キー[↵]キーを押します。 

発信・削除・編集が表示されます。 
 

5.1 発信

ﾊｯｼﾝ    ｻｸｼﾞｮ   ﾍﾝｼｭｳ 

 

ｻｸｼﾞｮ:  ﾊｲ   ｲｲｴ 
 

ﾊｯｼﾝ    ｻｸｼﾞｮ   ﾍﾝｼｭｳ 

 

① [ハッシン]表示の選択キーを押します。 
   

 
② 登録済みの番号へ発信します。 

 
 
 5.2 削除 

① [サクジョ]表示の選択キーを押します。 
   

 
② 削除する場合はハイ、しない場合はイイエを押します。 

 
 

5.3 編集 
① [ヘンシュウ]表示の選択キーを押します。 

電話番号と名前が編集可能です。 
 

②-１ [バンゴウ]表示の選択キーを押します。 
 
 

 
ダイヤルキーで電話番号の編集ができます。 

 
 

②-２ [ナマエ]表示の選択キー押します。 
 
 

ダイヤルキーで名前の編集ができます。 
※電話機から入力できる文字はダイヤルキーからの数字、

英字、記号のみです。 
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4800 
4800 
4800 
ﾃﾞﾝﾜﾁｮｳ: 
4800 
ﾃﾞﾝﾜﾁｮｳ: 
001： 
->4800 
4800 
ﾊｯｼﾝ    ｻｸｼﾞｮ   ﾍﾝｼｭｳ 
ﾃﾞﾝﾜﾁｮｳﾍﾝｼｭｳ:001 

ﾊﾞﾝｺﾞｳ   ﾅﾏｴ 

4800 
 

ﾃﾞﾝﾜﾁｮ ﾍﾝｼｭｳ:001 
ﾃﾞﾝﾜﾊﾞﾝｺﾞｳ ﾍﾝｼｭｳ 
ﾊﾞﾝｺﾞｳ   ﾅﾏｴ 
 

ﾅﾏｴ ﾍﾝｼｭｳ 

 

 



 

66..  短短縮縮ダダイイヤヤルル発発信信  

① 受話器を置いている状態で  短縮ダイヤル 機能能キーを

押します。 
 

② 短縮ダイヤル番号０～９を入力します。 
 
 

③ 登録している場合は番号が表示されるのでダイヤルキーの 
[＃]または[↵]キーを押して発信します。 
 

※ [＃]または[↵]を押さない場合でも一定時間経過後、自動的に発信します。 

ﾀﾝｼｭｸ ﾀﾞｲﾔﾙ: 
 

1234

 

 
 

 

77..  ワワンンタタッッチチダダイイヤヤルル   

->4800 
 

 

①  ワンタッチダイヤル  機能キー押します。 

登録された電話番号へ自動的に発信します。 
   

 
ワンタッチダイヤル発信機能は、短縮ダイヤル番号０から４に登録されている番号を、ワンタッチ

ダイヤルキーとして設定された機能キーを押下することで、ワンタッチで発信できる機能です。 
機能キー１にワンタッチダイヤルを登録すると短縮ダイヤル番号０に登録した番号、 
機能キー２にワンタッチダイヤルを登録すると短縮ダイヤル番号１に登録した番号、 
機能キー３にワンタッチダイヤルを登録すると短縮ダイヤル番号２に登録した番号、 
機能キー４にワンタッチダイヤルを登録すると短縮ダイヤル番号３に登録した番号、 
機能キー５にワンタッチダイヤルを登録すると短縮ダイヤル番号４に登録した番号 

をそれぞれの機能キーを押下することで発信することができます。
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● 故障かなと思ったら  

 
 

症状 確認して頂く項目 処   置 
ディスプレイに何も表示されてい

ない。 
ネットワークケーブル又はＡＣアダプタの抜け、接

触不良が考えられます。確実に接続されているかを

確認してください。 
ディスプレイは通常通り表示され

ている。 
 

ハンドセットのカールコードの抜け、接触不良が考

えられます。確実に接続されているかを確認してく

ださい。 

受話器から“ツー”

という音が聞こえ

ない。 

電話機背面のＬＩＮＫランプが消

えている。 
 

ネットワークケーブル又はＡＣアダプタの抜け、接

触不良が考えられます。確実に接続されているかを

確認してください。 
また、ＨＵＢ側のポートを入れ替えてみてくださ

い。 
こちらの声が相手

に伝わらない。 
LCD に「ミュート」が表示されて

いる。 
ＬＣＤに「ミュート」が表示されているときは、こ

ちらの音声は相手に伝わりません。 
「ミュート」ボタンを押して、ミュートを解除して

ください。 
LCD に「サービ

ス・テイシチュウ」

が表示がされてい

る。 

電話機の設定を確認。 管理者にご相談ください。 

LCD に「CHECK 
CONNECTION 」

が表示がされてい

る。 

電話機背面のネットワークケーブ

ルの接続確認。 
ネットワークケーブル、接触不良が考えられます。

確実に接続されているかを確認してください。 
また、ＨＵＢ側のポートを入れ替えてみてくださ

い。 
 
 
 
 
 
 
● よくある質問と回答  

 
 

質 問 回 答 
ＡＣアダプタが壊れた。 
同じ出力電圧ならば何でも使えるのか？ 

専用のＡＣアダプタ以外はご使用になれません。 
他のＡＣアダプタをご使用になった場合、火災、感電、故障の

原因となります。ご購入に際しては、販売店にご相談ください。 
壁掛けが可能か？ 専用の壁掛け用品を用いることで、壁掛け可能です。 

 
停電でも使用できるか？ 本電話機は停電機能をサポートしておりません。 

ＵＰＳ等のバックアップを希望される場合、販売店にご相談くだ

さい。 
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● 仕 様  

 
 

項 目 仕 様 
ネットワークインタフェース １０ＢＡＳＥ－Ｔ または １００ＢＡＳＥ－ＴＸ 
ネットワーク伝送距離 １００m 
給電方式 ・専用の給電装置によるセンター給電 

給電装置に関しては販売店にご相談ください。 
・ＡＣアダプタによるローカル給電（DC５V） 

使用電源：AC１００V（５０Hz/６０Hz） 
消費電力 ５Ｗ以下 
設置形態 卓上／壁掛け 

温度 －２０ ～ ＋４０ （℃） 使用温湿度 
湿度 －２０ ～ ８５ （％ＲＨ） 
温度 －２０ ～ ＋６０ （℃） 保存温湿度 
湿度 －１０ ～ ９０ （％ＲＨ） 

寸法 約１７４mm(幅) ×１９８mm(奥行) ×７０mm(高さ) 
質量 約 ０.９ (kg) 

 
 

この装置は、クラスＡ情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用す

ると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切

な対策を講ずるよう要求されることがあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本電話機の運用・保守に関する疑問や質問、あるいは本使用説明書の記述で不明な箇所がありましたら

本機を購入されました販売店までお問い合わせください。 
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